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の角

米米

一月

憂える二十世紀末,人 々が尽きることのない富を

求め,繁栄を奢つてもそれは一部の人々のものでし

かなく,人 々が満ち足りた笑みを浮べて現在に安住

していようとも,それは自分のまわりに平安な小世

界を築いているにすぎない。ひとたび目を移してみ

ると,世界を覆う暗い陰は,あ るいは公害問題とし

て,あ るいは食糧問題として,新聞のそここゝにみ

られる。こういつた人間個人としてではなく,人類

ン
急麦I後食事嵩[f鷲電雰[彗警婁見

g堰
|:1撃歪

あまるようになってきた。個々の病根がそれぞれ関

連し合い,一つの大きな負の現象として顕われてき

たのだ。それではどうすればよいのか ?―一時代は

大きな視野を持ちしかも専問的な知識も豊富な人材

を要求する。そんな困難な要請に応えて発足したの

が我総合科学部である。総合科学という大命題を肩

に,我学部の歩む道は遠く険しい。一学部生として

も,不安もあり悩みもある。既成の学部ではとうて

い成し遂げれないであろうことをやろうとしている

のだから……。

さて,総合科学部の発足が時代の要請に応えるた

めであるなら,我 々は総合科学部という一学部とし

て孤立し歩んでゆくべきではない。時代とともに社

会とともに歩まねばならぬのだ。そして我々は,常

＼ピ [倉正曾:Я曇急曇〕[「『15墨 :薔 :｀製::嵐
'

からの外部へのアプローチとして,さ さやかではあ

るが, “総合科学部に対する内外の反響 "と いうテ

ーマで街角の声をインタビューするという企画を立

てた。

いったい我学部はどのように受けとられているの

か ?

(国擾電語歯27募去[F'質
問は敬君等を除き)

広島英数学館 (大学受験予備校にて)―
Sample l(男 )
・ 総合科学部を知っているか ?

一 知っている。

― 総合科学部に対する内外の反響―

米

・ どういう学部だと思うか,ま た興味あるか ?

― 僕は医学部を受けるつもりだから全然関心な

いですネェ。あれは何か,大学の学部という気

がしませんネェ。

・ 具体的に ?

T専 門というものがないでしよう,他の学部み
たいに……。何か中途半ばな気がしますネェ。

だから総合科学部ができた時に,い ったいどう

なるんだろうかって,そ う思いましたネェ。

・ 将来性は ?

――そうですネェ,わかりません。まあ,卒業生が

出てからでしようネェ。

SaΠple 2 (1欠 )

・ 総合科学部を知っているか ?

― 知っています。

・ どういう学部だと思うか?

――エート,文系と理科系のあいのこみたいな感

じ。

●レベルはどのくらいと思うか ?

――いいと思うけど,わかりません。

・ 総合科学部の者をどう思うか ?

― 尊敬しています。

Sample 3 (男 )

・ 総合科学部を知っているか ?

えぇ,一応。去年冗談で受けてみようと思っ

たんですけど,ま あ結局工学部にしましたけど

・ どういう学部だと思うか ?

どういうのかなぁ,四つぐらいにわかれてい

るんでしょう?な んか僕 らのイメージからした

ら,教養学部いうんですか,あれの延長みたい

な感じで,ハ ッキリとした学部の姿がでていな

いみたいな感じがするんですけどネェ。

●レベルはどのくらいと思うか ?

さぁ,ま だ二回しか取ってないし,何かハッ

キリしたことはいえないけど,僕の場合総合科

学部と工学部と,ど っちへいきたいかといえは

-3-



やっぱり工学部ですネェ。まあ,あの学部の内   一 総合科学部ですか ?あれ,専間がなく,一般
にコンピューターを使うコースがあるというの    的な教養の延長じゃないんですか ?

で ,色 々先生から話を聞いたりしたんですけど,  0新 しさを感じますか ?
でも,や っぱり全体的には,工学部ですネェ。    ― さぁ,新 しさ・…… (首をかしげる)総合科学

部の人がやる,地域文化コースとかいったもの

Sample 4(男 )                  を取ってないからよくわからない。

・ 総合科学部を知っているか ?           ・ 教育学部の人からみて,不満とかうらやましさと

一―まぁ,受験生だから。             かは ?

・ どういう学部と思うか ?               ― うらやましいとは思わないけど,あそこ結局

――さぁ,知 らんぜ ョ,俺は。             なにするんです ?で も地域文化の研究とかやる

・ 興味はあるか ?                    んでしょ,あれなんか,いいんじゃないです力、

一―全然ないネ。                 ・ レベルはどのくらいだと思うか ?

・ 将来性は ?                    ――いいと思いますよ。

一―そんなこと,説明しようがないですネェ。

本通りにて ―― (広島一の目抜き通り)一     ~

広島YMCA予 備校にて一―              Sample 7(女 ・・:・…20才前後 )

Sample 5(女 )                ・ 総合科学部を知っているか ?

0総合科学部を知っているか ?             一 さあ。

一―はぃ。                    ・ 大学生か ?           ・     ・

・ どういう学部だと思うか ?              ― いいえ,違います。

一―さぁ,よ くわかりませんけど。         ・ 総合科学部の発足が新聞に出ていたのを見なかっ

・ どういった方面に進むのか ?            たか ?

――私,一応理学にしているんですけど。       一 あまり新聞みないからネ。
・ 総合科学部に環境科学コースがあるのを知ってい  ・ 総合科学部に全 く関心ないか ?

るか ?                       ~~ウ ~ン……。 (返事に窮す。)

――いいえ,知 りません。

・ 総合科学部にいく気があるか ?           Sample 8(男 ……45。 6才 )

一―いえ,ま だ新しいからよくわからないし…・・b  ・ 総合科学部を知っているか ?

・ それは就職とかいった現実的なことからか ?     ― 知ってます。

んな[Ltti:スニi艦 :[lttLF容
的にど  ,どう
」i言馨F鳥景i省 [は知らんけども,教養し

・ 今から変更する気はないか ?             学部かなんかの色んな科をいつしょにしたもん

―  曖 )                          じゃないかな。

・ 他の人々はどう思っているか ?           ・ どの程度将来性を感じるか ?

――さぁ,ど うかわかりません。           一 さあ,そ こまで考えてみたことがないので…

・ レベルはどのくらいと思うか ?              …。

一 そうとういいんじゃないかと思うけど。    ・ 職業は ?

― 高校の教員です。

Sample 6(女 )                ・ 総合科学部を受ける人がいるか ?

・ 総合科学部を知っているか?             ― いると思いますが,私 ,そ の方面にタッチし
― 私,広大だから。                 てないので……。

・ 何学部 ?      ‐

― 教育の小全です。                Sample 9(女 ……二人連れ)

・ 新 しくできた総合科学部をどう思うか ?      ・ 総合科学部を知っているか ?

-4-
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―  ιまい。   
‐

・ どういう学部だと思 うか ?

――さら,名前は知 ってても,内 容は知りません。

あまり目立たない学部というか ,学科 じゃない

んですか。

・ 新 しいイメージを受けないか ?

― とにか く, よく知 らないから。新 しいとか旧

いとか……でも,い ったい何を しよってんです

?普通,工学部電気科とか,教育学部何とか っ

ていったら,あ あ,あそこはああいうもんだな

つてわかるけど,総合科学部 っていってもわか

らないでしょ。将来何になるのかっていうよう

なキザシがみえない。

ジ
・ 大学生か ?

― ええ,女学院です。

Sample 10(女 ……50才前後 )

・ 総合科学部を知 っているか ?

― 広島大学の総合科学部 ?知 りませんネェ。

広大へいける程できる子がいないもんだか ら・:・

…。あまり,関心ないんです。

・ 近所で話題にのぼるか ?

― さぁ,聞 きませんネェ。かが く部といいます

と,何処へ属するんですか ?理学部なんかとい

っしょなんですか ?

Sample ll(男・……・60才過ぎ)

・ 総合科学部を知 っているか ?

― は ぁ,名前は知 ってますがネ。

ヽ′・曽讐:言馨ξi:ユなふれているのは知ってい
るが……。でも総合科学部という看板が出来た

以上,先生方に全てまかせないで,学生諸君が

しっかりとやるようになったらネ。でも,私は,

学生諸君が 4年間でネ,総合的にものを見,判

断できるようになるのはたいへんだろうなって,

そう思 うんです ョ。

・ 職業は ?

― 教官です。

ニー インタビューを終えて一―

総合科学部は知られていなかうたノ此れが取材後

の卒直な意見である。取材サンプルは数多く集める

に越した事は無いのだが,如何せん限られた時間と

人力不足一 知力不足?―では40件 ぐらいが精一杯
であつた。又紙面の都合で,その一部しか載せる事

が出来なかったことを御詫び致したい。

学外者に総合科学部に対する意見や感想を求める

という試みは初めてであるし,そ の存在意義と言う

風な大袈裟なものではなく,「総合科学部は,知 ら

れているか ?」 と言う程度で取材をものしたのであ

る。そのサンプルを検討 した結果,やはリー般の人

と受験関係者との間に認識の差が見られた。現代の

風潮からすれば此れも当然と言えるかも知れない。

地元と言うことで可成り知られていると期待してい

たのだが,見事〃その期待は裏切られてしまった。

此れはインタヴューの中にも有る様に,学校当局の

手落ちでもある様だ。もう少し,斯界の俊秀を馳せ

参 じせしめるアピールが有らても好い様に思える。

それでは個々について言及してみたい。まず,1受

験関係者の間には三つ注意すべき点がある。一つは

総合科学部が,教養課程の延長だと誤解されている

点である。はっきり宣言しよう。総合科学部は断じ

て教養課程の延長ではない。彼等は『 理系でも文系

の講義をある程度聴講する,逆に文系でも理系の講
義をある程度聴講する』と言うことを浅く広い雑学

的なもの一 つまり教養課程の延長二 と感違いして

捉えているのであろう。第二に,文系と理系との接

点 。中間と捉えている人も多いという点である。文

:理の橋渡 し的役割という点では当つていないとも

言えない。しかし,その程度や範囲という点で問題

が残るが,それは他の回の紙面を借りるとして,こ

の場ではインタヴューのサンプル検討だけに留めて

置きたい。第二に,受験生の間では卒業後の進路が

不安であるという意見が多かった点である。この点

で二期生としての我々は責任重大であるが,学部と

しての見通しがはっきりすれば,こ の点は解消され

る様に思えるのだが・:・。

次に本通りでのインタヴューに目を移してみたい。

新しい学部のせいか,殆んど知られていなかった。

多くの人に「総合科学部を御存知ですか ?」 と息込

んで訊ねてみても,た いてい「 知りませんネ」と肩

すかしを喰わせられる場面が多かった。運よく教育

関係者の人達に出喰わしても,名前程度は知ってい

る,と言うぐらいで,認識という点では一般の人と

大差はなかった。

結論を言えば,「総合科学部は,知 られていなか

(了 )
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った′」という事である。学部に対する反対意見も

多々あったが,概 して言えば無関心と見るのが妥当

な様である。

大学当局や,総合科学部生は世間一般の人々が総

合科学部に興味を示すことを望んでいるし,優秀な

人材を求めている。この為にも,差当って受験生諸

私の研究分野は数理統計学,特にノンパラメトリ

ック検定と多変量統計解析である。なぜこの分野を

やるようになつたか反省 してみると,いろいろな初

期条件に左右されたことと共に数理統計学が持つ多

様性にもあると思われる。それは純数学的にε―δ

で議論する分野から,いろいろな確率現象すなわち

工場製品の品質管理 ,生物の突然変異発生率の解析,

薬の効果の判定 ,心理実験の分析等に貢献できる手

法の研究であるから自分の好みに応じたところに落

ち着けるという特長がある。事実近代数理統計学の

創始者といわれるフィツシャーは始めイギリスの農

事試験所にいて農業実験を基に統計理論を作ったし,

それより前の今日スチューデントの t分布と呼ばれ

ているものを導いたゴセットはイギリスのビール会

社の技師であった。又これらを定式化したネーマン

は数学者であるというように出発点から多彩である。

さて, ノンパラメ トリック検定はウィルコクソン

が 1945年 に今日ウィルコクソン検定と呼ばれるも

のを考え出したのが始まりであるとされている。人

によつてはそれより2年後に独立に発表されたマン

・ホイットニーの論文を認めてマン・ホイットニーの

検定ということもある。皮肉なことに一番手である

ウィルコクソンの論文は短いもので何を主張してい

るのか判読しにくいのに反しマン・ ホイットニーの

論文は数理的に書いてあり明快である。そこで当初

はウィルコクソンよリマン・ホイットニーの方が有

名になつたのではないかと想像される。途中いろい

ろな経過があるが, 1965年私がこの最も基本的な

ウィルコクソン検定を多次元で考え,その性質を調

べたところ世の中同じようなことを考える人が必ず

いるものでアメリカのセン (北 カロライナ大)プ リ

(イ ンディアナ大)ビ ッケル (カ リホルニヤ大)バ

ップカー (ケ ンタッキー大)ブ ラッドレー (フ ロリ

君に総合科学部に関す る正 しい知識を持 って欲

しい。

創業守成いずれが難きかを問う段階ではないが,

既に未知への航海へと船出したのである。ルビコン

川は渡らねばならぬ。これを渡ったシーザーは立派

だったし,我々も学問の海を征覇せねばならぬ。

ダ州立大)等が相前後 してそれぞれ独立に似たよう

なことをやっていた。勿論研究には各人の個性が強

く現われるので内容も少 しずつ異 っている。筆者は

日本の大学紀要に発表 していたためか,当 時外国か

らはほとんど無視 されていたような感 じを持 ってい

る。更にひどいことには ,ア メ リカのえらい先生か

ら「 同じような結果がアメリカで既に得られている

にもかかわらずぬけぬけと論文にして発表するとは

何事か」とひどくお叱りの手紙を貫い一時しょんtま り

したことがある。若い時代は自分の研究に自信が持

てないから権威に弱くなる傾向がどうしても生ずる。

最近になつて学術雑誌バイオメトリックス (計量生

物学)1971年 号でブラッドレー●パティル・ ウエ

カリー3人がノンパラメ トリック検定に関する共同

論文を発表し,その中に次の一文を書いた。

Previous authOrS in thiS problelln area have

sometimes been unaWarc of the work of others.

Fisher〔 1935〕  predated Pitma■ in considering

univariate, twoSample,randonlization tests. Vヽi―

lcoxon〔 1945〕  and PIann and Whitney 〔1947〕

introduced ranks for ob∝ rvations.… .,Chatteriee・

and%n〔 1964〕 ,Brad10y and Patel〔 1965〕 £“ご
―

【【f二型些l and PuH and%n[1966〕
conSdCred

some large― sample prOperties of the multivariate

tests.Related P,pers by Tamura〔 1966〕 Bhatla_

charyya 〔1967〕 , and %n 〔1965〕 are nOted .… ..

これで私が死んでも私のささやかなこの分野への貢

献は残ることになったと大いに心を安じた。昔おこ

られた先生とはこの論文を書いたB先生に外ならず

学術雑誌に発表されるということはほぼ公認 |こ近い

からである。因みにB先生はフロリダ州立大統計学

の

昭成浦杉
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教室の主任教授をずっと務めるボスである。しかし

ながら認められた頃には御当人は既に歴史上の人物

であつた。なぜなら上記英文は論文本体ではなくヒ

ス トリカルノートの中の一文である。ウィルコクソ

ン検定は最近よく教科書にも解説され実用に供せら

れているのに多次元のウィルコクソン検定は作られ

てから十年近く経つにもかかわらず未だ十分に使わ

れていないことを残念に思うのは筆者のひがみであ

ろうか。

最近は離散型データの解析にも関心を持っている。

ここではカルバックの情報量が登場し我が所属の情

報行動科学コースに相応わしい研究になるかも知れ

ないと思っている。 (99年先か ?)

、′ノ解鼻涯亀『筆[孟案]良詈竃[1lF:Z雰曇借
計

1929年 にウィッシャー トが今 日ウィッシャー ト分

布と呼ばれる正値対称行列上の確率分布を見つけた

のが,始 まりとされている。これ以来多くの人がこ

の分布の導き方を簡単にするのに努力している。数

学者であるシーゲルも二次形式の研究においてウィ

ッシャート分布を独立に発見しているがそれは 6年

後の 1935年であった。その後ウィルクス, ラオ等
の研究を経て 1958年 アンダーソンが「 多変量統計

解析入門」をワィリーから出版するにおよんでこの

分野が確立した。我々の努力は一言でいえばこの本

で出来なかったところを切り開く、ことにある。対称

行列を変数とする超幾何級数,あ るいはそれに対す

る偏微分方程式等の登場により可能となったのであ

る。各種統計量の分布の漸近展開を最近かなり片付

けることができたので,目下はウィッシャート分布

の固有値,固有ベクトルについて調べている。

(情報行動科学コース教授)

「生きている」ということ

人直井石

今日を生きる我

さらに明 日を生 きんとす

書£
,私は某精神病院を訪れた。その日は,初夏

の陽射があまねく木々に反映して,と ても快い日和

であった。それは病院が雑然とした市街を離れ,澄
んだ空気の高台にあった所為かもしれない。病棟は

南向きに建てられていたので,普通,世間で思われ

ヽ  薫:3未
「
15簿島:魯璽::11撃 なこ[勤 [実

影を見た時,無意識に言い様のない戦慄を覚えたの
は確かだ。『 精神病患者 』という言葉に対する潜入

感が頭について離れなかったようである。患者病棟

の中に入った瞬間,患者達の疑惑に満ちた射るよう

な視線を,私は感じないわけにはいかなかった。そ

の時,彼 らと我々外部の者との間にどうしようもな
い奇異な溝があるのを私は感 じた。「 住んでいる社

会が違うからだ」と言いきってしまいたくないよう

な何か,そ う言ってしまうては悲しくなってしまう

ような何かを。はっきりとは言えないが,私の求め

ていたものは,同 じ人間として同1胞であることの喜

びのようなものであったかもしれない。無論,私達
の見えぎる心の態度に第一の原因があるのは言うま

でもない。傍観者としての目を捨てることができな

いかぎり求めるものはやってはこないのだ。

老人の眼は黄色くよどんでいたが,若者のそれは

ガラス玉のように恐 しいほどきらきらと輝いてい

た。正直言って,その目に接した時,私は美しいと

は思わなかった。それは,美 しいというのには,あ

まりに透明すぎたのだ。彼ら自身を角膜の振れの中

に感じたのは私の錯覚だったのだろうか。さて,病
室内の患者はたいていじっと横臥しているだけであ

いつとき
る。午後の太陽が照りつけるこの一時,活発に息づ
いている世間とは裏腹に,彼 らは沈黙し,その眼を

むなしく宙に静止させることしか知らない。私には,

その沈黙がますます彼らの狂気をあおっていくよう

に思えてくるのであった。時折り,立 って歩く人は

いるのだが,そ ういった動きは常同的でスローモー

ションビデオを見ているようである。それはまさに

移動であった。空間だけが空虚にあり,時間はまる

で静止していた。

長い病棟の端には重症患者用の独房があり, レス

トルームという名で呼ばれている。著 しい妄想をき

たしてる人や,患者内でのなわばりからはじき出さ

れた人が強制的に,も しくは自主的に入る所である。

彼女は独りでその部屋にいた。部屋は全く,外部
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か らの観察が可能になっており, ここにはプライバ

シーというものがない。医師はどこか らでも彼女を

観ることができるのだ。そしてここにもやはりあの

白い鉄格子で囲まれた比較的大きな窓があった。私

は,その窓からのぞいた外の景色を今でも忘れるこ

とができない。格子の枠か ら,こ ぼれるように光 っ

ている自然。それは,我 々― 隔離を知 らない者―
にとって,いつどこででも自由に見ることの出来る

木 々であり,山 々であり,青空であった。 しか し ,

彼女にはこれきりしかなかったのである。隔絶され

た個室か ら見える景色は常に同 じである。 (も ちろ

ん , 1日 の時間帯によって,その色彩は変化するだ

ろうが)太 陽は数時間程度で彼女の視界か ら消え

うせてしまう。眼前 ,陽光に照 り
湿 I克
,美 しく波 う

つ枝 々があまりに悲 しい。木 々の端端からは ,人家

さえも顔をのぞかせるのである。それは彼女にどれ

ほどの人恋 しさをもた らしていたであろうか。そし

てこれは,彼女だけに言えることではないのだ。こ

こには,若い頃から入院と退院 とを何度もくり返 し
ついには老人性痴呆 となり幾十年 も世と隔 った生活

をしている人々が大勢いるのである。一抹の狂気が

彼らの背をよぎつたのは,も う何十年も以前の事な

のである。そして彼はやがて死に至るのであろう。

一体 ,彼は何十年もの間 ,何を見 ,何を感 じて生 き

こぇ占
と言えるのであろうか。楽 しかった,そ して

生 々していた幼い日々の思い出は,も はや混濁 した

意識の中で反郷し尽されて,分解 してしまっている

のであろうか。それは,あたかも生れてから死ぬま

で眠 り続けた人のようである。そして,私達はこう

した人達と無関係に生きている。否 ,無関心に生き

ているというべきであろうか。悲 しいかな,自 分を

無関心に'し ていかねば ,生 きてはいけないのだ。事

実,私 も,今 日こうしてここに来なければ,彼 らを

知 らず して日々を送 っていたことになる。

こういった厳 しい現実に接 した時,私はおのずか

ら,人間の「 生」と,「死 」について考えぎるを得

なくなつてくる。

米

日本において,精神病者や自殺者 ,そ して彼らを

とりまく家族等 々に対する世間の疎外には著 しいも

のがある。 (こ れは ,も ちろん 日本だけに限 られた

ことではないが……)ど うしてこのように偏見の目
で見るのであろうか。私はこう考える。日本人は ,

欧米人に比 して総 じて ,個 自身を考えるのではな く,

それをとりまく場を先に念頭に入れて行動してしま

っているのではないだろうかと。日本においては ,

より多くの他の個に認められることなしには生きて

はいけないのである。もちろん,人間が社会を作り,

その中で生きていく以上それは,も ともと,さ けら

れないことかもしれない。そういう場にあって,ア

ウトサイダーや|まみ出ι著は場たらいそあみを

`ゝ

ち
た者にしかすぎないのである。そしてそのオリジナ

ルな人々 (世間ではアブノーマルといっているが…

…)は ,すみの方に追いやられて忘れ去られてしま

う。より根本的な恥部からの逃避が,よ り強い忘却

を必要とするのである。私はそこに「死」に対する

人間の生来的な心理を観る。文字通り,絶対的,不

]菅T[肇 |[:意 :][1:Fど16[:塚売1羹 ‐
識 というものが一瞬 で,何かのきっかけで触発され
ない限 り,意識の底にしまってあるか らだとも言え

るのであって,正常な状態にいるのならより以前の

認識は新たな認識によって打ち消されていき,忘却
は常に行なわれているものである。だからこうした

忘却作用は生 きていくものにとっては欠 くべからざ

るものなのかもしれない。さてここに興味ある事実

がある。それは 日本人が,上述 した死への恐怖に相
反するかのように,死― とりわけ自殺■を美化する

傾向があるといわれているという事である。カ トリッ

クでは,自殺が禁忌となっており,殺人罪に相当 し,

仏教の戒において殺生の禁 が 自殺 を判然とは含ん

でいなか った事は周知のごとくである。それでは ,

日本人が好むというこの死の美化とは一体どういう

殺魚三馨撃呂:奮L:F型言基喜量ET猛言霞轟晟 y
現実を経験する以前にしか生きていず,人生 という

未知なものに対 して一種の美的観念を持 っているの

である。そして彼 らの pureな 自我によって,未知
の世界への投射 としての死の世界における自己の客

観化に早 々と正当性を与えてしまうのである。そう

いった客観化の心理はわずかな経験的感覚 と一見あ

たかも壮大に見える論理的精神によって瞬時に築 き

あげられる。もちろん,こ れは典型的ケースの一解

釈にすぎない。 しかし自殺が人間の本来的な業と結

びついていると言 うことはできるであろう。この業

とは人間が "生 きている"と いうことであり,生 き

ているかぎり t孤独である"と いうことである。そ

こか ら私なりに考えてみると,ど うしようもない事
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態に直面した場合に,よ り早くそれに対して内的な

答えを出しやすい人,自分の生の混沌 (こ れは生へ

の恐れという言葉で表わせるかもしれない)を認知

するとそれをごまかすことができなかった人,自 分

をだませなかった人に自殺が多い気がする。さて我

々の「 生」の世界から見れば,「死」は絶対化であ

る。人間というなまじ知能をもった動物が死即絶対

化即純化というめんどうな観念を持ってしまった。

そして純化とは純粋形体としての美の観念と結びつ

いているであろう。その観念を直観的に想起し,死

において純化される事によって不合理で不完全な自

分を,そ してこの自分をとり囲む諸々の世間とおさ

らばしたぃとぃぅ願望がわき起るのである。しかし

客観化された美とはまさに人間の創り出した観念以

外の何物でもない。人間の持つに至った美という観

念は究めても究めても究め尽されない絶対化という

意味で売という観念のよろ生由去酵決ではなかろう

か。例えば今 ,乙君が死んだとしよう。我々は彼が

至った「死」において我々自身の「死」を考えずに

はおられない。そこで私達は「 死」というものが ,

「生」と表裏一体であることを再めて認識する。そ

して我々は彼の死を嘆くであろう。この死者を嘆く

行為には,実は, 自分の来たるべき「死」に対する

無言の恐れが秘められているのである。我々は死者

達に一すでにこの地上から消えうせてしまった者達

に必死に叫び,訴える。 しかし死者達の叫びは聞え

ない。そこにはただ沈黙があるだけである。この一

方的な意志の志向が,またその悲痛な叫びが,現実に

は芸術となって具現されてくるのではないか。それ

はとりもなおさず「 死」の観念と「 美」の観念の発

現基底が同一だからではないだろうか。長い人間の

歴史の中であたかも文明の余剰生産物のごとくに見

える芸術が人間生活に切実で欠 くべからぎるものと

して続いてきた理由がそこにあるように私には思え

る。 (了 )

「総合科学部」が文部省,国会で認められて 1年

余りが過ぎた。私は疑間に思うことがある。それは

「教養部」が「総合科学部」と名称を変えたが,総

合科学部の先生方の研究なり学問に対する態度なり

ヽ  ″鶏22冨求11ユξ奮[tL:[撃 よ奨t4言

'
抽象的理念を口で唱えることは,誰にでもできる。

「総合科学」について多少なりとも前進がお有りな

ら,それを次号以下の本誌「飛翔」において明らか

にしてもらいたい。学生と先生方との意見交換の為

に 。

次に,私の考えていることを書いてみたい。なぜ

「総合科学」なるものの必要性が,認識されるよう

になったのか。

科学知識 (特に自然科学)の集積と,それと関連

をもつ技術の拡大に伴って,特に産業革命以後,科

学技術の実利的応用 (軍事利用,商品生産など)ヘ

の欲求と国家からの要請が強まった。そして,その

研究をする基礎から応用に至る科学者が求められた。

総合科学と科学者の社会的責任

環境科学コース 2年  黒  岩  祓  治

科学・技術の知識量が相当の量となると同時に,そ

れぞれの分野にはまだまだ未知の部分が多かった。

そのために,科学者やそれを目指す人々は,自分の

分野を限定 してしまい,科学者の専門化・細分化が

進行した。・ 生きてゆくため"と称する科学者同志

の卑少な競争が,その傾向を強めた。これらの傾向

は,20世紀に特に著しい。

科学者は,こ の細分化の方向にそって,何がしか

の成果 (中には大きな成果もあるだろうが)を得て,

研究者としての地位が確立する。そして,こ れ迄の

自分の方法に満足 し,こ れで良いのだと思い込む。

これと並行して,科学者は社会的責任を忘却して,

それを認識しなくなる。仮に,何か問題となること

が分かっても,それへの対処は・ 専門外 "と して,他

に責任を転嫁 してしまい,対処方法を考えようとも

しないのである。

この具体例が,欧米各国の帝国主義への科学者の

奉仕であり,大 日本帝国 。ナチズムヘの科学者の奉

仕であり,公害企業への科学者の奉仕である。
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このようなことが現実であるからには,現行科学

の方法 。発想には欠陥があるのであり,こ れを補 う

ものとして,ま だ未知の「 総合科学」の必要性が認

識されたのだ,と私は思う。

それでは,「総合科学」とはいかなるものだろう

か。これまで考えてきたことの一部を書いてみたい。

「 総合科学」要請の経過からも明らかなように ,

人間を含むあらゆる自然についての基本的認識 (宇

宙～星雲～天体～生物 (人間社会)～分子～原子～

…)を ,一つの頭の中で有機的に深めてゆくことが

重要だろう。この実践において忘れてはならないこ

との第一は,社会全体がこの認識を欠いた上での ,

更なる科学・技術の応用は,機械文明の発達 した国

を,碩廃と破滅の泥沼へ押し込む以外の何ものでも

ないという意識を,常に確かめてゆくこと。第二は

自分の個性 。仕事に合わせて,根気強く,打算と圧

迫をはねのけて,さ きの認識の努力を続けてゆくこ

とである。特に,打算と圧迫をはねのけねば,発展

はない。この過程を通 して,あ ることに気づくだろ

う。これが何かは,こ の努力をした人に身をもって

感得されるものだと思う。この「何か」が,「総合

科学」のカギを握 っているのではなかろうか。

これまで,「総合科学」について思っていること

を書いてきたが,私は科学者が ,「総合科学」が何

かを求めることの重要性を強調したいと同時に,そ

れだけで現代の問題が解決できると考えるのは誤り

だということを強調したい。

過去,そ して現在においてもそうなのだが,研究
者の多 くは,研究室の虫となり,「 自分の研究が,学
問が,成果をあげてゆけば,社会の人を少しでも幸
福にできるのだ。」という,科学・技術の使われ方を

無視 した,自 分の現在の経済的・社会的位置を守る

のに都合のよい発想にしがみ付いて来た。その結果 ,

多くの科学者 (も ちろん少数の例外はいるのだが)

は,前述のように,戦争の繰り返しと,社会の大き

な不平等と,公害による生命と自然環境の破壊とを

是認し,その後押しをさえしてきたのである。「総

合科学」を求める人も,こ のような研究者になりか

ねないのである。

このような,旧来の科学者の態度のために,現代

の問題は,猶予を許さないと同時に,深刻さを増し

てしまった。人間による生物の生態系の大規模な破

壊 ,発 ガン性・催奇性物質・ その他有害物質の蔓延

と蓄積,気候異変 ,極部的な酸素欠乏による人間の

大量死を警告する科学者さえいる。

これを憂いだけに留めるにはどうすればよいだろう。

現在,あ らゆる研究者は,研究室に閉じ込もるこ

となく,様 々な問題を解決に導 く,住民 。人間の生

命を守る側に立った,社会的実践行動をすべきであ

る。現在最も切実に求められているのは,10年・ 20

年先の教育の成果によるモラルの向上ではなく,こ

れまで教育を受けてきて,現に教育 。研究に携わっ

ている人自身のモラルによる,良心的社会的実践行

動なのである。

深刻な問題をかかえる現代において,多 くの研究

者が,研究室の虫となってしまっていて,旧来の発

想と方法を抜け出して, さきの問題に対応 しようと

する,良心的まともな努力を欠落させている点に ,

社会は批判と不信の念を強めているのである。

学生と研究者諸氏の以上の問題に対処する努力と,

地表生物の永続を期待する者である。

。 大 久 野 島 よ りの便 り
 ∈ ラ

※宛先  総合科学部 ソフ トボール大会殿

今,私は隠やかな瀬芦内に浮かぶ小島,大久野島

からの帰路の船上にいます。緑色の水面に白い波を

立てて走るエンジン音に揺 られて,一泊二日のとて

も短いキャンプ生活を回顧 しているのです。

私が,こ のキャンプに参加したのは,興味と,友

人のあるフェローから誘われたからでした。時間に

すれば,ま る一日の島の上での生活の中に,実にい

ろいろなことがありました。そして,い ろいろな人

と知り合いになりました。

第 1日 目,上陸後すぐに自分たちの住み家となる

テントを立て,食事の準備を始めたのです。私はキ

ャンプというものを経験したのは,こ れが初めてで

した。それに今回はフェローという立場だったので,

内心穏やかでなかったのです。私の心配をよそに ,

ハプニングがいくつかありました。しかし,それに

も増して一年生との交歓が,私の曇つた気持を晴 ら
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してくれたのです。

当夜,酒をくみかわし,大声を出して歌ったあの

瞬間より,なにかしら一年生が近しいものに感ぜら

れるようになりました。そして翌日,よ リー層……

「 同じ釜の飯を食う」ということばがあります。

我々は,こ れから総合科学という新しい釜の飯を食

おうとしているのです。このキャンプでの出会いは,

一つの環の礎となったと思います。しかしながら,

全学的な規模で行なわれたこのキャンプでは充分に

その環を広げ,太 くすることは不可能でした。しか

し,全 く見知らぬ者同士が気軽に話せるようになり,

確かに環の輪郭はできあがりました。

ここである学生にバ トンタ

'チ
致します。

○ ソフトボール大会からの返信 ○

あなたか らのバ トン確かに受けとりました。大久

野島キ ャンプに不参加の学生,教職員の顔 もこの大

会には認められました。この季節は,俗に言 う「 五

月危機」に当り,小生はその防止剤と精神的なカン

フル剤的要素であることは充分承知 しています。

その為 ,ル ールに於てチューターを必ず出すよう

義務づけ,先生方も老体にムチ打 って期待に応えて

「創作技法論演習」の正体について

坂 本 公 延

課題について少し遠まわりをして考えてみたい。

若者の内部ではイメージがまるで細胞分裂の呈で増

殖されている気配がある。だがこのあふれるものを

捉えることばが失われていては,そのイメージも幻

にすぎないと私は考えている。この瞬間に在り,そ

して消滅 していくイメージをことば化するのは技術

9手
ノ斧゙ ユ

下さいました。その後,各チューター 0グループご

とに分れて,コ ンパをした模様であります。キャン

プ後も一年生には連帯感がみられないという声が聞

かれましたが,こ の大会以降,その声が次第に鳴り

を潜め,掲示板にもチューター・ グループ集会の告

知が顔をみせるようになってきました。

50年度生の間にも,環が出来つつあるとみました。

その環を消さないで,49年度生 ,教職員にまで広げ
て欲しいものです。

我 らの本分は科学です。この環を新しい科学に繋

げねばなりません。

新しい未知な学部だけに,こ の環の消えることが

恐ろしい。              ……・end

総合科学を追求する姿の背景には,《 つながり "

というものが不可欠である。

4コ ースに分かれている専門に於ても,最終的に

は,それぞれのコースが一つの研究を分担し,そ の

精度を極めるのが目的ではあるまいか。つまり,従

来の科学に欠けていた,横との関係をも密にするこ

となのである。

その為には,やはり相互認識が大切であろう。そ

の出会いとなるキャンプとソフトボール大会という

親睦会的行事の存在意義について,今回,面 白い紙

きれが手に渡ってきたので取り上げてみた。

の部類に属するといえそうだ。技術は習練によって

得ることが出来る筈だ。

五月の末に東京へ出かけたとき,作家の坂上弘と

二人で小説について数時間話し合った。小説と作家

と読者の関係論が話題の中心だった。庄野潤三の日

常的小品について私の疑間を出したとき,彼は「 こ

のような情景なり,感動は各人がいたるところで見

たり,感 じたりしている筈のものだが,その経験と

ことば化されたそれとの相異を考えてみなければな

らない」といってから,「つまらないと感じる作品
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火曜日の 7・ 8限一ここは 403号室。カシャカシャチーンとタイプを打つ音が

する。Criative Writingと ょばれる,「創作技法論演習」が坂本教官の指導

で行なわれている。ユニークな授業として学生たちの注目を集めているこの講

義,その目的と現状を作品の紹介と合わせて述べてもらった。



でも,批評家なり,読者がその気になれば,い くら

でも発見があるものです」と見識を示した。

ことば化されるもの ,た とえば感動といったもの

は教えられることは出来ないとしても,若 さはそれ

自体で詩人を生むとさえいえるのに,こ の稲妻より

もすばやく,花火よりもはかない感動を,こ とばと

して定着させようとする願望は,実は若さとは案外

うらはらな関係にあるらしい。ことばの技術は少々

身につけたが,決 して若くはない私の内部には,も

う盗れるものは見当らない。お前はいつまで生きる

つもりなのだ。しかし今死ねば犬死だぞ,と 自身に

言ってきかせている近頃だが,こ の実感と共に,英

米小説研究のとき,読者の立場からではなく,作家

の視点から作品を眺めようと努力をしてきた。これ

を創作論と名づけてもよいだろう。いわば各作家の

「 創作の海図」を見出だす仕事を続け
てきたことで

私の現実を虚構につなぐ仕方がかなり明確になつて

きた。感動というおぼろ気な姿がなつかしい身ぶり

で近づいてくるとき,こ とばの投網をおぼつかない

手つきで打つより仕方がない。

一昨年 ,フ ルブライ交換教授として来学した E・シュ

ルツ女史とは互いの心を語って飽きることを知らな

かったが,彼女も創 ることの喜びを知っていた。彼女

の大学生活は読書に明け暮れて,春が過ぎ去ること

に気付かなかったそうだが,フ ラストレーションもうっ

積していった。それを解消してくれたのが
lCreative

Writing'だ と語るのを聞いたとき,一昨年以来,私が

試みてきた瞭」作技法論演習」乃至は'CreatiVe

Writing,の 意図と意味の大方を言い当てていると思

った。ただ彼女のいう
tCreative Writing'は ,我 々な

らば日本語で創られるものに相当するが,私はこれを

大学での英作文として応用してきた。だから厳密にい

えば,我 の々場合はことばの二重操作をおこなってい

ることになる。本来,日 本人は日本語によつて思考して

いる筈だから,この日本語での思考を英語ということ

ばに置きがえる操作を,一瞬か数分か,数時間かける

かは別問題としても,と にかくやらねばならない。

このプロセスが幸か不幸か英作文としての役割を果

していることになり,これが大学の英語教育の=翼
をになうことになる。

遠まわりをしたが,創作技法論演習の意図と役割の

大凡の見当がついたと思われるので,も う少しこの創作

論を短篇少説に限定 して考えてみると,例えば自分

の感動を,バラの木を接木するように,虚構の世界に

つなげる操作を考えることになる。その虚構の世界を

組み上げる手続きが創作技法論だと理解 してほしい。

この点について,拙稿「英文の短篇小説を書いて」

(『英語文学世界 』英潮社 1972年 5月号)を参照され

ると大凡のところは合点がいくと思うが,それは時間

論,登場人物論,更に細部を組み上げる技法を,拙作

を中心にすえて分析 したものだつた。この演習のクラ

スでは,これらの点について簡単だが述べておいた。

小説の創り方は一つとは限 らないが,こ のあいだ小

説家の I・ マドックは「 /1ヽ説のプロットを徹底して仕上げ

てから,書きはじめる」といつていた。私はこの数学

的ともいえる巧妙なプロットにむしろ疑惑を抱くとい

う趣旨のことを彼女に話した。短篇小説の場合はマ

ドック女史の持論に分があるが,こ とばがことばを

生み,こ とばが感動すらをも生み出すこともあるこ

とを若い人たちにぜひ知ってもらいたい。予想もして

いない美しい小世界が現出する可能性がいつも我々

の眼前にある。虚構の世界を歩むことで,虚構の真

実につき当ることが出来るかも知れないのだ。

なお,総合科学部生のレポートを掲載 したいとの

ことで,やや無理をして作品を二篇選んでみた。こ

れらは出発点に位置する作品である点を強調して,

今後の力作を期待したい。この拙稿が活字になる頃に

は,拙作(The Dead Tree"が BBC World Serv:ce

から放送されているだろう。というのも,も う若 くな

い私にもフラストレーションがついてまわるからである。

くtA Hand‐
Shake"

49101082  YASUYO TSUZAKI

“Did that event really happen last nignt P"

Danny thought it might be a rea1 0ne. But at

the same time it seemed a mere event in his

dream. ｀`T、vO b00ks were brought together again

and talking caoh other about their own travels

_ ShOuld it be possible P"

It 、vas three months ago that Danny 、vent a

secOndhand bookstore near his college. He was

looking aroulld old books.Among them hefound

a ted old book. It was a fortune― tclling bOok

printOd flfty yeaFS bef6re. NOt so big and not

so thick, but it had a certain kind of dignity.
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From curiosity he bought that book. For a fe、 v

days he 100ked over the book, but soon he

fOrgot it. ノゝIlld it had been left in the dust on

the Corner of his bookshelf.

Thc other day his motller asked him to clean

a lumber room. IIe found an old 、vooden box

there. It was ful1 0f things、 ″hich his grandfat―

her had ever used ― ――several old books and

magazlnes, ■ve notebooks. seven diaries, t、 vo

pens and a ink pot etc. He felt a great interest

in these old books and magazlhes so that he ca―

rried tl■em back intO his room.

Last niglat Danny went tO bed and iust gOt

to slecP, when he heard someOne whisper. A

husky voice said, t(Hey y6u! YOu arё  a fOrtune―

tellin.・  book printed in 19** at K  City, aren't

you?" Another voice― a high, thin voice ans_

、vered,

α Yes,I、vas prillted there." The irst vOice was

frOm the bOokshelf, and the second fom a pile

Of his grandfather's bOoks on the table. IIe did

not notice that there was the same book among

his gFandfather's as he bought the other day,

before he heard the cOttversation bet"een t、 v0

books. The secOnd voice continued,

t｀ Yot are alSO a fortune― telling book! Hbw

have you been' It is a 10ng tilne since l met

you last time一 ― for abo■t 

“

ty years. I never

eXPё Cted to see you again here l What have you

been doing theSe nfty years P''
°Well,1'1l tell you about my life.You卜 ,oW,

I was Sent to Japan With 6ur fri,nds.In Japan I

was bought by a yOung man.He was born as a

farmer's son. After gFaduation from his high

school, he taught hilllself and mastered English

and Ohinese besid,s working ill neldsI After a

while he entered a textile company. I, a fe｀ V

years he could better hilnsetf by his talents and

industry.

Tlhe company "nt him to China to make a

deal in textile He took me there with hiln. I

gave him all advice in order to let l■ lm succeed

in his business・ He fol10wed my aavice and he

succeedcd in making a contractiOn with them ()f

course more because of his efforts than my ad_

vice When the deal 、vas concluded and l sa、 v

hitn shake hands v′ ith Chinesc merchants, I feit

a great deal of happiness

FOr twenty yeュ rs he treated me very、vell, so I

tried tO help hin■  as possible.But()n the Oighth

visit tO China,in Shanghat he had his bagguage

stolen, in which l was. So 、ve parted fOr Over I

、vas sold irOm ope man to the Other for ten

years.()nce l belonged to Russian Ernperor and

a gFeat Persian magician. 1)uring thOse peFiOdS

I saw many a scenc of a hand_shake To me a

ha.nd_shake seerned tO help people tO becOme

niore friendly.

Twenty years agO a sallor t00k me l)ack t。

the U. S. A. and after travelling through the

whole America l was bOught by a secOndhand

boOkseller last year. C)ne afternoOn about three

mollths agO, I was bOught by a yOung man and

ll10W I am here."

て`Vヽhat a wonderful trip you have inade! ヽヽreH.

I 、″as alsO bought by a young inan ■fty years

ago. But l cOuld not help him many tin■ es. I

have been…

ノゝ drowsiness caine over Danny.

Next morning Danny 、v()ke uP and 100ked ar―

Ound lHis r00m, hOwever, remailled as it had

been He said to himself, t｀ A hand― shake l.¨  a

hand― shake.… " It w,s a sunny morning.

てRSti‖
Falls the Rain''

49101104 KAYOKO HAYASHI

The bell rallg all()ver the sch001` and thё n

thc lessOns of that day were Over.T,p students

、7etlt Out Of the sch()。 l gate, n■ errily chatterillg

eaclh Othё r Ketty also came Out()f the gate in

a Small grouP Of hcr friellds ノヽ11 0f them exch´

anged greetiligs.

R900d―by!I must hu「 ry!″         |
｀`Where〔tre you going in such a hurry,Ketty P"

'｀ I'rn golllg tO my grandParents'house. I want

to catёh thc 3:35 train.I have Onlv ten minutes
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before the trtti:ミ stそしrts i()。()d_by!'' said she, and

ral■  alollg the street.

It takCS tWo hours to her grandParentS' 1'y

traitl.The place 、vhere her grandParents lived

、vas a dear Place for her.「 ()r she livci there

till the age()f ten, and there she 、vas brought

uP Surr()utldcd l)y beautiful llatじ re.Now she was

stxtOcn years old

The sky was c()vered 、vith the gray clouds. It

VヽeS thrcatening to rain Though it 、vas 3 o'clo―

ck, it was dark as if it were evening. She ran

and ran to the station and Could Only just catch

the train. She sat dos、 by the 、vindow, still

out of l)reath.There、vere not n■ any passengers

in the carriage. ⅣVhen the train started, at last

it began tO rain lt fell stronger,and strOke the

、vindow through、 vhich she was looking. Listen―

ing tO the sound of the rain, she was 、vatchil■ g

otlt of tl■e windO、v abwnt― n■indedlv

Before long, she felt sleepy and she went into

the land of dreanl Now shO was entirely in the

lそしnd of it

―She was a girl at the age of ten And there

was her nlother 、vho had left this vヽOrld several

years ago. ]Ketty and her inother 、vere sitting

at the kitChen tal)le and talkittg  cheerfuly. It

had been raining as it 、vas now  The red and

yellow roses in 〔ull b10onn got wet in the rain

Ketty 、vent on talking about her school and

friends_While her inother listened to Vヽhat Ketty

was talking carileStiy. VVhen К
`etty Sang, her

lllother 21so did to her song. And then thoy

laughed nlcrrily.The rtiin 、vas still fallilllg― ―

After a while(も  Vヽhistle of the train made her

a、vake from the dreal■ ■ allld She came to herself.

She l()oked()ut Of the、 VindOW again,and still it

was raining  She 、vatched the rain with a ,ad

lo()k this time The train reminded her of her

rnother.Suddenly her lleart was full of mothё r's

remilliSccnce, alld tears rOlled down on her che―

eks

sh6 murmured,“ My motheF waS gOne! But

stili falls the rain一 Vヽithout a,y cllange!"

受講生の話 :坂本先生から「まだイイ作品が現われ

ないねえ。」と,手厳しい評価をうけている学生たちはど

う受け止めているのだろうか。受講の動機はというとF

「タイプライターの練習が楽しみで
…。」とか,「50年度

からのカリキュラム変更に合わせた。」「
(創作'と い

うのが創造的学部 =総合科学部にマッチしてる感じ

で…。」 授業自体に対しては,「テーマによってはオ旨示さ

れるとやりにくいものがある。それに2週間に 1作品を

仕上げるのはキツイ。」「難しい。エッセイのようなカ
ル

イところから始めて欲しかつた。」「作品の
レポートを提

出するだけでなく,技法についての講義もして欲し

ぃ。」 学生が反省を促された意見としては,「もっと

小説に親しまなくちゃと思った。」「一人前に扱って

くれるのがいい。でもそのために,本当に実力をつ

けなくては。」ふうふう言いつつもフィーリングにお ~
いては好感をもっているよう。「他の講義と違い,

学生が "参加"している感じがいい。」が総評か。
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初めてのバース・ ディ

2年生は地域文化 ,社会文化・ 情報行動科学・ 環

境科学の 4コ ーズに別れた。各コースに研究室が設

けられているが,似た志を持つ者が集って,今 どん

な話が学部やコースの将来について語られ, どんな

ふうに学生が動いているか,そ のあたりを報告して

もらった。

地域文化コース・ 研究室

我誇 り高 き地域文化 コース その研究室は一体
どんな役を演じているのかしら? 「 カチャ」「 バ

タン」 入ってくる足元に一瞬目はそちらへ向かう。

「 ヨオー」 「 オッス」 今,正に研究室はオアシ
ス的存在だ。人は何故集まるのであろうか。何故 ?

「 こんちは」「やあ―」の挨拶の中に,た わいない

お喋りの中に憩い・安らぎを覚える。人との接触な

くしては生きていられないのが私達である。ここ研

究室での 203人 の語らい, 4・ 5人の討論の中で
彼らは何を憩い煩っているのでしょう。背のびして,

遠くを見つめようとしている私達, 自分一人ではど

うしょうもなく,人の意見に耳を傾け,何とか流れ

に乗ろうとしているのです。流され易い現代に,何

とか流されずにすることが肝心なのじゃないかしら。

時-1975年 ×月×日 (夕方)
場所―地域文化研究室

一人の男, そう彼を A氏と名付けよう,そ の A氏が

誰もいなくなったこの部屋で,独 り, 自分の内部に

向って色々と思索 している。日は無意識の内に無声

の言葉を発し,組んだ腕は固定している。机があま

りに広々としているため,彼は身体を少し離して,

見えなぃ圧迫感から一定の距離を置いている。机の

上の赤いカーネーションは, しおれたままである。

即ち,「 生 」は彼のみである。▲氏はもう充分,疲

れきっているといってもよかろう。色々な事があり

すぎたし, また昨日は, ブランデーをス トレートで

六杯ものんだからである。彼は目の前のしおれたカ

ーネーションに目をやる。彼は,すでに「 生」を終
えたその物体を直観 して,そ の花が,つい先 日まで

保っていた
く
美
いについて考えをおよばせる。彼は,

自分自身を読者として語りかけるように想起し始め

る………・.

美について語ろうとする時,私は,或る種の戸惑い

と躇いとを感じる。何故なら,美について語ること
は,私の全く純粋な,主観的な感覚―知覚とは区別
された感覚―を通して, どうしても,美という言葉
を冠せざるを得ないような,私の内的な精神の状態

を語ることに外ならないからである。

私は,美を見い出そうとは思わないし, また美に

至ろうとも思わない。何故なら,美 という観念的な

言葉から発して,生み出された美は,決 して真の意
味での美ではあり得ないからである。そのような美

は,現実からは全く遊離した,単なる思弁上の美で

しかない。美は,美からは,生 まれない。
私が,美 について語る時には, 自己の内部に於い

て,美という言葉でしか言い表わすことが出来ない

ような実体の把握が為されていることが,絶対に必
要なのである。そして, その状態に至って,初めて,

私は, 自己の内的な状態を,美という言葉に託して,

表現するのである。これ以外,私にとって,美の誕

生する時は,あ り得ない。
ところで,美を直接的に把握する際の,私の感覚
は,全 く,私だけのものであり,純粋に私という主

観の中に包み込まれたものであるということが,根

底にある。そして,そ うした,純粋な主観的世界に,

客観的な普遍性を付与するものが,言葉であろう。
それは,主観的個別的な現実の世界と,客観的普遍
的な観念の世界との交差点とも言える。そして,現

実の世界と,観念の世界とを,結び付けるというと
ころに,私の精神というものの存在があり,そ して,

生きるということの真の意味が, ある。

私たちは,全てに於いて,つ くられた,出来上が

った言葉を用いることにのみ囚われずに, 自己とい

う単独な個別者が成立することのできる立脚地を,

自らの内部に見い出し,築き上げ,そ してそれを全
ての中心に置こうとしなければならないであろう。

自己の生きている現実の世界に関わりを持たない言

葉を,私は, 出来得る限り,排除していきたい。そ
して,その際,最も必要なのは,ただ“沈黙

いに於

いて,私 自身を相手とし,その熟してゆく過程を見
つめるということである。そして,そ の時にこそ,

私は,真に生きるということの意味を知るであろう。
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そして, そこに何が,生まれてくるかを,私は, じ
っと見つめてゆきたい。

美について語ろうとしながら,私は,あ まりに回
りくどく語りすぎたかもしれない。

一
彼は, ここで美について語ろうとしながら,

美という観念への懐疑に陥入ったともいえる。彼は

今,大前提をも疑った。しかし彼は, tt美 さ`を考え
るうちに,それと常に関わりをもっているもの,一
《
生
｀ゝについて考えざるを得なくなってきたのであ

る。そして彼は,静かに｀真に生きる。さ事を自分|と

問い正すのである。さて,彼― A氏は,先 々日の事
を頭にうがバ, 自分の今,熟考している

tt美 いとく

生
｀
との関わりあいの中で再び語る……時-1975
年ド月(×■2)日 (同 じく夕方)
場所― A氏の六畳の下宿

黄昏に包まれた部屋の薄暗がりのなかで,今,私

はペンを握っている。硝子窓に縁どりされた空間に

は,西に傾いた陽の光りを受けて,薄紅色に染った
壁面が見える。そして,そ こに並ぶ,夕陽を吸い込
んだ,い くつもの窓。この部屋の中には,机の上に,

わずかばかりの静寂を投げかけている白い花がある。

そして,そ れを包み込んでしまうかのように,重 く
立ち並んでいる書物。ここには, もはや,無感覚な

無表情な,客観的な世界ば存在しない。ここに,私は,

対象的範疇でも,客観的対象界でもない,私に直接
的に関わりあう,交渉的現実界を,いや,む しろ私
そのものを,私が生きるということを,そ して,そ
のこと以外には,何も存在しはしないということを ,

あまりにも大きな驚きのなかに,感 じる。そしてそ
うした胸に押し寄せてくる,と めどもない驚きにひ

たりながら,今,私は, この胸の内的な精神の状態
を,美 という一つの言葉によって名付けたい。しか
しこの今,胸いっぱいにあふれてくるものを,ど う
して私が正確に語ることができよう。私は,た だ硝

子窓越しに流れ込んでくる夕陽のなかを,無心に沈

黙へとなびいてゆく煙草の白い煙を, じっと見つめ

ているだけである。

そう今や,彼は,(現実いが全ての観念に先行し
ていることを悟る。現実に対して言語は無力でしか

ない。いや;む しろこっけいにさえ見える。
《
美
ゝゝ

は確かに人間の創りあげた観念かもしれない。しか

し,人間が自然の中に発見した,最もすばらしい,
《
観念 や`と言えるであろう。人が直観的に

《
美
い
と

感じたこと (た とえそれが全くの主観であっても)

が, とりもなおさず
《
美
。`と呼ばれてさしつかえな

いのではなかろうかと息う。学問は
く
体系化するこ

1

と
さ`
である。哲学においてもまた美学においても,

そして心理学においても,そ の他諸々の学問におい
ても……。人間は,知 りたい,体系化したい,分析
したいという志向のもとに研究し,書を読む。しか
し,人は自然の中で,の 自分に立ち帰った時,何の

分析も,体系化も必要としないまさしく“自然のあ
るがままの姿

)｀

を発見するのである。深紅に照り輝

く太陽の下で,我々の創りあげた文明はなんとちら
ぽけで, こっけいなものになってしまうことか…・・も

社会文化コース・研究室

校門を潜り乍らこう考えた。医に進むには金が要 ―
る。既存理系は公害が怖い。既存文系は就職難。兎

角に他学部は進みにくい。進みにくさが高 じると,

安い学部へ転学したくなる。そこで総合科学部に気

が付き,社会文化に進もうと思う………。
社文の研究室の位置は,大講義室に隣接する簡易
建築物――世間ではプレハブとか呼んでいるらしい

一―の二階なのです。隣の部屋に,学生相談室が移
された事に対して,何 と我々を理解 し,手廻しの好
い事だろうかとの悲観論 ?も あるのです。あの狭い

部屋に,二十魏 からの学生が入るのです。従って早

い者勝ちで残りは涙をのんで。・・…。社会文化悲話で

した。兎に角,雰囲気の愉快な事は学部一, と自惚

れて居るのですが,決 して安易に流れて居る訳では

ありません6チ エスやオセロを戦うにしても,それ

は即ち,山田教官御教授の現代戦略論の応用であり,

学問的に高度な技術を磨いているのです一―力学, ―`′/

特に反発弾性や確率論に秀でた人も居るらしいが一

_。 まだ産声をあげた許りで設備不充分は否めませ

んが,今後徐々に拡充し,蔵書数では学部随一を誇
る可く努力します。

将来歴史家達は次の様な言葉を残すでしょう。

「 日本の知的革命,此処自り発す 」と。現代世界は,

資本を中心に回って居ますが,今後少なくとも知的
分野だけは,その軌道を修正 して,総合科学部を中
心 l`回 る様に成る事は,火を見るより明らかです。
少 し酒落が大仰に成り過ぎました。ここで社会文

化コースの舞台裏を綴らねばならないでしょう。

まず,此のコースでは,社会構造及び技術開発研
究を主に行います。主に, と言うのは,各人の希望
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と努力によって, さらに拡げ得るからです。他のコ

ニスと比較すれば,群の数が少ない様ですが,群は

便宜的な一一各コースも同様ですがニー ものとして

促えた方が好いと思われます。社会構造論を中心と

する第 I群では,何をやるかが未だ定まっていない

点で,将来の見通 しは少し明確さに欠けますが,そ

れ故に各人の希望が大きく反影されると言っても過

言ではないでしょう。今だから言えるのですが,社

会文化コースから司法試験合格を目指すのだと言う

御人も存在するのです。結局,政治学 0社会学・文

化人類学及び法学等を主体とした新しい学問体系の

確立を目指すのではないかと思います。

次に技術 0開発論を中心とする第 1群は,第 I群

′に比 して割合にはっきりしています。現代日本で遅

れている技術系の学問,そ して問題に成っている開

発問題を,具体的に研究するからです。最近,「 人

間―科学―技術 」と題する本が出版されましたが,

これは,我 々のコースの諸先生が一丸と成って翻訳
された本で,此処にも此のコースの結束の強さを示
しています。この本の中でも述べられていますが,

I群 , 1群共に, 日本の社会学系の学問としては非

常にユニークで,専門に研究しているのは,総合科
学部社会文化コースだけなのです。

此処で宣伝を一席。社会文化コースは,やる気の

ある方には,非常に面白いコースだと思います。開

拓精神に富んだ人どうぞいらっしゃい。特に女性の

方々に言いたい′総合科学部を選んだ限りは,学問

を即実生活に応用出来得る思考力を養う為に,社会

文化コースを御勧め致します。環境抜群交通便利食

堂隣接校門徒歩三分ガス水道付。

さて,現在二年次生の総数は二十五名である事は

前に述べましたが,此れは, コース定員が三十名で

あることから考えますと,人気のあるコースだと思
えます―一 ただ,人気をニンキと読むかヒトケと読

むかは不明です一一。しかし,未だ出来た許りの研

究室を,我々学生は教官の方々と共に,よ り好き研
究・学習の場として行こうと意気盛んです。

歴史や政治は,夜作られると申しますが,学問は

講義室の中で作られているのではないことは明らか

です。従って毎日真面目に出席して, ノートを取り,

下宿へ帰らて予習・復習をやって…・・、 と言う高校
生型の秀才に学問は出来ないでしょう。といって,

講義をさぼる事を勧める訳ではないのですが。教室

や教官室で拾って来た学問の種を自分で育てる態度

が必要なのです。

漢文の素養は有りませんが,学問を,学 ヲ問フ,

ではなくて,問 フヲ学ブ, と読むのだと言いたい。

問フヲ学ブ態度を身につけた人間に成るには,社会

文化コースが一番である。

現代社会に疑問を感じない人は居ないと思うが,

疑間に対処する能力に長けた人は未だに少ない。要

するに知識は豊富だが,思考力の足りない人が多い
ことに原因すると思われる。諸君′ 社会文化コー
スで,真に考える人間に成ろうではないか。
補遺………社会文化悲話続き。本と嫁さんだけ有

れば佳いと言ってみたものの,本の数は増えても,

嫁の来手が無い。仕方無いから辞典枕に全集敷いて

ジャーナル被って寝よ。

情報行動科学コース・研究室

「 情報 」とは, そもそも何であるか。まあ,ナサ

ケにムクいることではなさそうだが, これがなかな

か意味が広くて難 しい。莫とした答でよければ,「

自分にとって,有意味なものすべて」ということに

なろうか。又,現代風に言うと,「 ある系によって

受容,伝送されるあらゆるデータ,又その内部で処
理されるデータ」なのだそうだ。

では,「 行動 」とは何か。勿論,何 らかのことを

行なうという意味に違いはないのだが,究極のとこ

ろでは,生命もしくは生命体を指 しているように思

われる。

となると,「 ′情報行動」とはどういうことになる

か。「
j情
報行動科学 」とはいかなる学問か。と聞か

れても,こ れは一段と難しい。困らた。わからない

時は,先生に尋ねるのがよい。お優しい先生ばかり
だから, 1時間でも2時間でも,と うとうと話して

下さるに違いない。

しかし, この訳のわからない多変量データを線型

化して,誤差を無視し,そ の平均をとったものを,

独断と偏見をもって自分なりに解釈すると,実に莫

然と「 人間」「 人間と生命 」もしくは「 生命のある

機械 」に関する学問という気がする。勿論,在 りと

在らゆる学問は,つまるところ「人間―その不可解な

るもの」の究明に他ならないわけだが, ここではそ

れを,機械論的立場からでもなく,生気論的立場か

らでもなく,む しろその両者の接点から追究しよう

としているわけで,それ故,ノ ーバート0ウ ィーナ

,お じさんの言う,心理学・生理学・物理学などを
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総合した「 サイバネティックス」とやらが,大きな
問題となってくるらしい。 (こ のサイバネティック

スについては勉強不足のため, ここでは触れない)

このわけのわからない学問をやろうというのが,

我が情報行動科学コース (スパイ秘密養成科と間違

われそうな名前であるが)で, ご存 じの通り3群に

分かれている。その内訳は,今のところ,数理十勇
士,生体五人組,心理七人衆の計22名の強者ども (

うち女性 6名 )である。しかし,今 までのところは,

まだ,さ ほどはっきりした区別はついていないし,

総合科学部の主旨からいっても,無理に色分けする

必要も無いと思われる。

以上の学生が,学内での行動の起点としているの

が,旧プレハブに宿貸りしている情報行動科学研究

室である。一応一人に一つずつロッカーと机が配備

されていて,申 し分ないと言いたいところだが,な

いと言えば嘘になる。かといって文句を言っても,

事情がなかなか許さないらしいから仕様がない。い

まさら文句など言うまい,言 うまい。
さて, この研究室の中では,雑談に花咲かせる者
あり,辞書片手に頭をひねる者あり,〆切間近なレ

ポート作成に必死な者がいるかと思えば,悠 々と読

書に親しんでいる者もいる。罵声をあびせる者,笑
いころげる者,すやすやとお昼寝の者,物思いに沈
む者等,あ りとあらゆる姿が見られて,そ ういう点
では一年生の部屋と何ら変りはない。しかし, コー

ス別の研究室ともなると,やはり少し違ってくるも
のだ。研究室と名のついている以上,専門分野に関
する勉強会やゼミ,各方面の討論がしばしば開かれ
ているのは当然というべきだろう。又,今後そのよ

うな事にこの研究室が広く活用される機会は,増 々

多くなってゆくことが想像できるし,又そうなって

欲しいものだ。ただ, この研究室は,あ くまで学生

のための部屋であるから,変に堅苦しくなく,今の

まま和やかな雰囲気であることを望む。

最後に, このコースの将来はいかなるものになる   環境科学コース・ 研究室
のか。又,ど うあるべきかを述ねばならないだろう。  いつぞや坂本九が,「 太陽と水と土と」という歌
幾度も聞かされてきたことではあるが,総合科学  を歌っていた。大声で歌ってみると本当にいい気持
部自体も,我が情報行動科学コースも,ま だ,歩み  ち。みんな自然が好きなんだね。人格は環境に左右
始めたばかりで, 自らの手で自らの道を切り開いて  される一どんな環境を創ろうかなあ……。当コース
行かねばならない。従って将来,一体どれだけの力  は現在総勢 17名 と最少数派である。しかしながら,
が発揮できるようになるのか, さっぱり見当がつか  この知的自痴集団 ?の実力たるや驚異的である′
ない。しかし,望むらくは,既存する学部とは,ど  研究室は旧自然棟の 5Fに「 半隔離的」にあって風
こか一味違う考え方に立ち,研究の未開発な分野の  通し抜群。三方に窓があって,それでもって ドアが

パイオニアとしての役割を果たすようなりたいもの

だ。そして, この未開発な分野を開拓することによ

って,既存の学部に何か新鮮な思想を吹き込むこと
ができれば,それで充分だと思う。
学部の中でも,我がコースは何とも不思議な位置
にある。すなわち,文科系か理科系かと聞かれた場
合,実はその中間に位置するからである。情報数学

あり,情報生体あり,行動心理あり, というふうに,

区別 し難いのである。しかし,情報行動的考えであ
らゆる事を解明して行こうと試みるならば,こ れは

必然的な結果ではなかろうか。

ある一つの事を解明しょうとするとき,唯一つの

方向のみから検討するのではなく,できるだけ多く
の方向から共同して検討してゆく,こ の考え方が我

が学部の意図であり, この考え方に基づいて,まず

手始めとして我がコースは, 3つ の分野から解明を

試みようというのである。従って,いかに情報行動

科学コースといえども, 3つ の群が互いに協力し合

って,新 しい分野を開拓してゆかなければ,結局は
既存の学部とたいして変わりのないものになるだろ

う。

そのため,今の段階としては,各群に知識を集結
することが必要となる。それが,あ る程度まで達し
た時,初めて 3つの群が手を組んで新しい分野を開
拓してゆけるのであろう。

とにかく,今までより少し広い視野で一つの事を

見つめてゆくことこそ,我がコースの神随であろう。
つまり今までに見落とされていた事実を取り上げる

役目を背負っているのである。ただ, これだけの力

を持つようになるのに,何年かかるか見当がつかな
いし,果 してそれを成し得るかという不安がないわ
けではない。しかし, これを成し遂げなければ,我

が学部創立の意図は反映されたことにならないので

はなかろうか。
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開いているという,無用心,いゃ超開放的である。
部屋の中を見渡 しても殺風景と言わざるをえないの

はナンニモナイからなのダ。変わったものといえば

灰皿がわりの空カンとォペラグラスぐらい。本棚に

本はなく (こ れは研究室の非安全性にあるが),そ
のため「 環境科学コース生の図書を′」と専門 0非

専門の図書充実を望む声が圧倒的に高い。ま,少 し
ずつ教授会にお願いをばいたしまして,い うなればく環境))をよくしていく所存である。しかし, “環
境
さ`
というものはそこに住む民によるものらしく,

外見と比較するのは天子様並みに畏れおおいくらい,

中味 (コ レは頭脳を言ってるツモリながだが……)

はイイという,も っぱら身内での噂である。 これ
ら噂の男たちは実験で一緒になるせいか,意外に和
気あいあいとしている。もちろ、ん「 流れに任せる」

.的なデラシネ要素は誰もが持つところである。現代
的な若者要素が環境科学コースのメンバーにもある。
でもそれだけじゃない。ソフトボール大会に続き,

現在は六月祭におけるバザーの企画も準備中である。

チマタで耳にすることには,不思議に環境は人気
がないということである。そこでキザっぽくPRし
てみよう。……しか し,困 るんだわあ,ウ チラ。後
で述べるような問題も多いし……でも決して魅力の

ないものではないと言っておこう。現状は口で述べ

るより見に来てもらいたい。コースも離れて誰でも

気軽にさあ。開放的な研究室であるし,気 さくなヤ
ロウたちばかりである。話し合うことによっていろ

んな視点から事物を見ることが可能になるじゃない。

ちょうとした気まぐれでやってきたことが,あなた
に新鮮な転機をもたらすことを希望 します (ワ ーイ,

百ってやった,で もホンネだよ)。 そうそう,特に
女性諸君に言っておきたいんだけど,新入生の環境
創造への意欲的な参加:待ってるよ。
環境科学研究室の横には,理学部と対峠したちっ
ち■な屋上と,他の 3コ ースの研究室を見下せる (
ミオロせるのであって, ミクダせるではありません。
他意のないことを表明します ;マ ジメな顔にて)大
きな屋上とがある。これらにて我々は思索に疲れた

頭を休めるのである。何 ?上からボールなんかが落
ちてきたって′そりゃアンタ,冗談でしょうが…・・b
さて,調子は変わって,以下環境科学コースの総
合性の問題,及び, “環境

ら`
の問題について考える

ところを若干述べさせていただきます。

環境科学コースは,周知のように 4群 に分かれて

いる。 1群 =数理科学を主とするもの (数学), 2
群=物質科学を主とするもの (物理,化学), 3群
=生物環境を主とするもの (化学,生物), 4群 =
地域環境を主とするもの (地学,地理)である。勿
論 ;こ ういった群分けは便宜的なものであるといっ

てよいと思う。従って学生は,各 自の興味をもつ分
野を自由に選ぶことができるわけだが,中には「 群
分けなど,総合科学部の理念に反する。」という声に
示されるよう, 自由コニスを望む者もいるようだ。
しかしながら, こういった志向は,環境科学コース
すべての分野にわたっては困難なように思う。従来

の個別科学 (数学,物理,化学,生物,地質)を離
れて, どれもこれも平面的に Organizeし たので
は,こ ういった個別科学 1つを取っても, 4年間で,
その基礎的段階を出ないほどに高度に体系化され ,

分化されていることを考えると,初歩の域を出ない
で,大学を終るかも知れないからだ。従って学生は,
自分の最も適した 1つの分野を中t■こ,その関連領
域を学習するのが最もやり易い,妥当な道であろう6
実際,環境科学実験等にみられるように,物理,化
学,生物,地学という風に,従来の個別科学への分
化が行なわれています。従って指導者側から,数学
系,物理系,化学系,生物系,地学系という区分が,
一応なされるように受取る。特定の分野をやりたい

が,他はどうも気がすすまないという学生には,納
得が行くかも知れないが,何か裏切られたという気
持がないでもない。それは,環境科学コースにとっ
て,総合科学部が掲げている総合科学がありうるか,
少なくとも総合性はありうるかという問題に触れる

からである。ここで,環境科学コースにとっての総
合性の問題を考えてみたいと思う。まず,環境科学
コース内,即ち, 自然科学内での総合性について,
次にその枠を超えた,人文,社会科学を合めた (具
体的には,コ ースを超えた)総合性について分けて
扱 か っ。

まず,前者から始める。総合性の問題については,

環境科学コース全体にわたって,統一 した見解を見
い出すことは難 しい。即ち, 1・ 2群の数学,物理
等は,個別科学への志向が強く, 3・ 4群の生物,
化学,地学等は,個別科学への志向も持つと同時に,
後に示すような意味での環境,即 ち,生物環境,地
域環境といった広範な領域を対象とするため,総合
性への志向もありうるということだ。この違いは,

日,者が抽象性の高い研究:あるいは,物質内部構造
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の解明といったものに対し,後者は,具体的なもの,

現実的なものを対象とするという,学問の性格の違
いからくるものと解釈するのは誤りだろうか。さて,

個別科学へ志向すると言いましたが, これはいった

い何を意味するだろうか。これは,学生が, 1つの

学問 (例えば,生物学)を主軸に,関連領域を学習
することに他ならない。こうなると理学部と同じで

はないかという疑間が出る。理学部と同様に,個別

科学を志向するにもかかわらず, 1つ の個別科学を

取り出すと,カ リキュラムの上では,理学部と比べ ,

より基礎的なものしかできない。「 専門科目の充実

を」や「 大学院の準備段階としてだけでなく,四年

間で完成度の高いものに」などの声は,そ こから来

るように思う。「 ここには総合科学は見られぬでは

ないか, しかも,個別科学それ自体では完成度の低
いものではないか」という矛盾が先程の「 裏切られ

た」という心理に結びつくように思う。ならば,我
々は,悲観的にならざるを得ないのであろうか ?…
・:・否,環境科学コースは, こういった危険性を持つ

と同時に,総合科学部の独自性を持っているのでは

ないだろうか。理学部においては, 1つ の個別学問

が専門化して,他の関連分野をする余裕がないとい

えるが,環境科学コースでは,関連分野を十分, 自

由にする機会が与えられている。このため,先の矛

盾をおこすことになる。従って学生は,あ る 1つ の

個別科学をやることもできると共に,他の関連学問

を自由に,有機的にオーガナイズできる可能性をも
つ。こういった学生の自主的な,諸学問間の有機的

オーガナイズは,即ち総合性は, どの群でも志向し

うる可能性はもつ (現実的には困難を伴うことは言

うまでもない)が ,体制として,学生へ指導的な,群

としての総合性は, 304群 のみにありうるように

思う。

次に自然科学の領域を超えた,広 い意味での総合

性について述べよう。自然科学内だけの学問の総合

化が困難なのに,ど うして,人文,社会科学との学

問の総合性がありうるかと問われるかも知れないが ,

むしろ, 自然科学に属さないから可能なのかも知れ

ない。なぜなら, 自然科学をするものにとって, 自

然科学は,専門となるが,人文,社会の分野は専門

ではないのだから,その総合性とは,一般教養的意

味が強い。しかしながら,一般教育とは,授業科目

のそれではなく, 自然科学を志す者の社会や人間に

対する正しい認識であって, これこそ,真の教養で

あり,たいせつなことであると思う。そして, この

意味での総合性は,総合科学部で十分,あ りうると

思われる。

これまで, 1つ の個別科学に重点を置いて,関連

分野を十分やるという考えをして来ましたが,学生
が自分の専攻する学問を自由に選べるかという,

総合科学部の独自性があるということから, 203
の分野を平行してやるということも可能だろう,一

見,無駄な様な多くの分野をやって見ることも,成

果をおさめるかも知れません。ただ,よ り困難だろ

うとは思う。

次に環境問題に触れなければならないと思う。環

境科学コース以外の人,特に 1年生に言っておきた

いのだが,世間一般では,「 環境 」の名から環境科

学コ,ス は,「 公害問題など現代はやりの環境問題

の処理,後始末をするところだ。」などという誤解
がされるのではないだろうか。こういった意味での

環境問題を解決するために,総合科学部環境科学コ

ースができたと思う必要は全くないことだと思う。

もし,本 コースが一丸となってこういった意味での

環境問題を扱かったとしたら, 4年後には,公害処

理技術者といった,世の誰かさんのための人間の製

造へ危険性を有するであろうし,総合科学部が第二

の筑波と疑われざるを得ないであろう。そうした,

即物的な,限定された志向をしなかったことは,学

問の自由を侵されず,総合科学部の発展へ可能性が

少くとも保てたことであり幸いなことと思う。環境

科学コースは,む しろ,純粋な学問追究の権利を有
していると思う。従って,環境科学コースで扱う「
環境 」とは,人類の生存する自然界の,基礎的,体

系的な把握であり,学問的に扱うものである (筆者
の表現が悪いから誤解をまねくかも知れないが)。

そして, こういった意味における環境問題も,環境

科学コースの全てが対象として,扱うわけではなく,

304群 のみ,「 生物環境 」「 地域環境」の研究と
題されているように, こういった意味での環境問題

を志向しえる可能性があると思う。もちろん生物と

か化学,地学といった個別科学の追究の志向もある

ということは,先に述べたところです。 1・ 2群の

数学,物理といった学問が,環境といったものに直

接結びつかないため, こちらは,個別科学への志向

が強いといえる。そして, 304群が,上述の意味
での環境問題を扱うとすれば, さきほど述べた,体

制として,学生へ指導的な総合性 (学生の自主的な,

V/
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各領域の総合性だけでなく)志向する可能性が,カ
リキュラム上から,大きいといえると思う。
このように,環境科学コースに総合科学が存在す
るか, 少なくとも, 総合性はありうるかというとき,

環境科学コースの全体にわたって一面的に把えるこ

とはできないように思う。即ち,環境科学コースで
の総合性はどう意味あり,すべてにありうるのか,

一部に可能なのかということ,及び,環境とはいか
なる意味であり,それを対象とするのはどの分野か
ということをはっきりさせる必要があると思う。こ

のことは,常識で判断できるかもしれませんが,受
験生,及び,新入生に対 して説明する必要があると
思う。ここで今までのことをまとめてみる。図式し

たかったのだが,最も説明に適当な図を思いつかな
かったので,言葉でまとめてみる。
実際の方法として,各個別学問への志向がとられ
ているということ。しかしながら, カリキュラムで

は 1つ個別学問は基礎的であるということ。 (こ れ

は学生が,教官とともにある程度,補える)。 そし
て,それは,学生の自主的な,他分野の有機的オー

ガナイズ,即 ち,自 主的 (体制として,学問の総合化
への指導をしないこと。誤解のないよう断わってお

くが,学生が教官の研究室を訪ずれるなら,教官は
喜んで応じて下さることはいうまでもない。)総合化

のための時間的空白から来るものであり,すべての

群が,その自主的総合性の可能性をもつ。そして,
これは, 自然科学を超えた意味での総合性について

もいえる。そして,体制として指導的な総合性をも

ちうるのも,前に述べた意味での環境問題をとり扱
うとすれば, ともに 3・ 4群であり, 1・ 2群は,

群としてより,個別科学,数学,物理といった感が

強い。以上であるが, 102群が個別科学への志向
が強いからと言って,そ の存在を否定するものでは

なく,総合科学部でも,純粋な自然科学の個別科学
を,他の分野を学びつつ,追究できることは,意味

あることだと思う。

最後に,多 くの学生の意見を取り入れつつも,筆

者の独断に走ったかも知れない。あるいは,特にと

りたてる必要のない自明のことを言っているのかも

知れない。しかし,環境科学コースヘ関心ある 1年

生,及び,教官方々に,我 々2年の学生の意見が,

(も ちろん反対の意見もあるが)少 しでも参考にな

ればと思う次第です。お気づきの点は, ご指摘下さ

るようお願いします。 (M.K)

ワ

ヽ
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50年 度 新 入 学 生 調 査 報 告

学  生  相 談   室

学生相談室では,総合科学部生の入学動機,進路
への志望等を明らかにするため,昨年度に引き続き

「新入学生調査」を実施した。

質問紙は昨年度とまったく同じ,B5版 3ペ ージ,
無記名式, 6問 。実施したのは,入学直後の 4月 12
日 (土 )。

その集計結果の概要は,以下の通りである。

学生相談室  (担当  岩村 聡)

回答者数と回収率

(※合計欄には,性別不明のもの 1名を含む。以下同じ。)

総合科学部入学者数,回収率等は昨年度と大差な
いが,女子学生が大幅にふえたことを見落してはな

らない (昨年度 16名 13.2%,今年度42名 35.0%。
因みに,学務係及び学生部の調べによれば,総合
科学部合格者においては,広島県出身者の比率は高
まっている (昨年度19.5%,今年度27.9%)が ,

現役合格者の比率はあまり変っていない (65.4%二

643%)。

問 1 大学進学の目的
Fあなたが大学に進学することにしたのは,どのよ

うな目的からですか。」

illl l
全体平均値

1教養を高めるため。

2専 F]:まだ
']]l:;≠

];ζi
3就職を有利にするため。

昨年度全体平均値は,上から3.9, 3.6, 2.7で
あった。いずれかと言えば,「専門型」学生が多くな

った印象を受ける。

なお,「その他」欄への自由記述には,「 自己を見

つめるため」,「友達を得るため」
"「
何んとなく進学す

べきものと思ったから」,「独立精神を養うため」な

どが含まれている。

問 2 総合科学部への期待
「あなたは,広島大学総合科学部のどんな点に期待
していますか。」   ヽ

そいい

, I P: l
全体平均値

２
．

３
．

４

５
．

1鵜
綿己震認
こと。

39

昨年度全体平均値は,上から, 3.4"3.7, 35,
3.0, 2.8で あった。「専攻したい学問分野」への

チェックがふえていることは,問 1や間 3の結果と

も関連して興味深い。

男  女

38 41

3.74.Oυ

38  3.9

3.1  3.0

3.0  28
を聟
製
需
¨

響
・髄
そのためだ

髯
っ統
⇔
だ

女

４
．
‐

男

３
．
９

照 2.8

4.0  39

29  26

男 女 計

回 答 者 数

在籍学生数

72023)
78

38(985)

42

111(925)

120
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間 3 大学院への進学
「あなたは,将来,大学院へ進学する希望を持って
いますか。」

昨年度 ,「はい」と答えたものは,男子 49名 (55.1

%),女子 6名 (40.0%),計 57名 (528%)で あ
った。今年度は,男女ともやや減少している印象を

受ける。

間 4 研究したい学問分野
「あなたは,大学 (大学院を含む)で どのような学
問分野を研究したいと思っていますか。」

A 人文科学 男26,女 34,計 60(61.9%)

文学関係  計14〔 英米文学・語学4ほか
史学関係   4
哲学関係   12〔 心理学8,哲学2ほか
その他    30{地 域研究 (地域文イD7,日 本
研究5,ア ジア研究3,比較文化鰤究)3ほか

社会科学    男21,女 5,計 26(26.8%)
07 湖ぎ≠孵     3
関係

08 商学経済学   3 {経斉学 3
関係

09 社会学関係  7{社 会学 3,文化人類学2ほか
10 その他    13{社 会科学徹会文イD5,伏

FED行重瞬叫喘を3, 社会制 究3ほか

・C 理  学

Kそ の 他 男 3,女 1,計 4(4.1%)

のべ有効回答数 136G40.2)

97(87.4)

14(126)

N(回収拗 111(100)

この設間は,必ずしも専攻分野への希望を尋ねて

いるわけではないので,こ の結果からただちに,コ

ース,群等の希望者数を推測することはできない。

数は少ないが,よ り具体的でややユニークな回答

としては,「東ヨーロッパ・西アジア地域研究」「情

報と人間行動の関係」「気象学」などが挙げられる。

参考までに,昨年度は,人文41(56.2%),社 会34

(466%),理学 (環境を含む)26(35.6%),その

他となっていた。今年度は,女子学生がふえたため

か,文学,心理学,情報行動科学関係の記述がふえ

ている印象を受ける。

なお,回答数に付したパーセンテージは,有効回

答者数に対する比率。のべ有効回答数は,「まだよく

考えていない」等を除く有効回答数の合計。回答者

によっては,複数の学問名を記入しているものもあ

ることに注意されたい。

問 5 希望する職業
「あなたは,大学 (大学院を含む)卒業後,どのよ

うな職につきたいと思っていますか。

1.技術者

46畠辣
5.公務員

6.その他

の
数

01

02

03

04

B

（ヽ

16 生物学関係
17 地学関係
19 その他

D 工  学
35 その他

I教  育

男27,女 11,計 39(40.2%)

6 {ιむ杉村青刺慇ン3ほか

5 〔刻聾求弔ドン2ほか

28{環境 G学)11,自然④岸)Q
情報行動 0斗寺り 7ほか

男 2,女 2,計 4(41%)
4(プ ログラミング2ほか

男 1"女 2,計 3(3.0%)
3

有効回答者数

「まだよく考えて

72(100)
2.いいえ。

3.克ギ議1薫

33e5.8)

7( 9.7)

32044)

13(34.2)

6(15.8)

1960.0)

72(100) 38(100)

4

20

10

4

9

7

4(5.7

26(37.1

12(17.1

12(17.1

11 (15.7

14(20.0

54

48(66.6

24(333 17(44.

79(1129

70(63.1

41(369

11(10072(100

有効回答者数

「まだよく考

昨年度の新入生と比べて 特に顕著な差は見られなし、

69 教育学関係



13

2

1

1

7

2

1

2

1

9

16

2

0

0

3

2

1

1

0

4

4(6.9

1( 1.7

1( 1.7

10(17.2

4(69)

2(34)

3(5.2)

1(1.7)

13(22.4)

39

3407.2

3862.8

72(100

29

24(63.2

14(36.8

38(100

68(17.2)

58(52.3)

53(477)

皿 (100)

問 6 不安や悩み
「あなたは,こ れからの学生生活に関して,何か不
安や悩みを持 っていますか。

1修学 と

2.靴 内令
と

修学上の不安や悩みを訴えるものがふえた (昨年

度11名 20.8%)。 その反面,志望との饂嬬を感じ,

進路の変更等を考えている者は減った (昨年度 7名

13.2%)。 50年度生の定着率は高いかも知れない。

独立性の検定による設問間の連関

″2検定 (2× 2)の結果,以下のことがわかった。

(1)「教養型」の学生 (大学で主として教養を高める

ことをめざしている学生)は,就職を有利にするこ

とにあまりこだわらない。また,大学院進学希望者
が比較的多い。

(2)「専門型」の学生 (大学に主として専門的知識・

技術を求めている学生)は,上記「教養型」の逆の

傾向がある。

昨年度調査では,こ の部分が未報告だったので ,

補足すると,一―
(3)昨年度新入生 (昭和49年度生)においては「教養型」

「専門型」の区別がより顕著で,教養型に多い「大

学院進学希望者」は,総合科学部の総合性,学際性
に期待しており,研究したい学問が明確で,研究者・

大学教員等を志す者が多かった。他方,専門型の学
生は希望の職種がより明確で,修学上の悩みは少な
いという傾向が見られた。

なお,こ れらの集計・分析には,広島大学計算セ

ンターの計算機 HUC― Ⅱを使用した。

と

6.課外活動

7.健康,体力

8.経済生活

9.下宿・

10その他

のべ有効回答数

有効回答者数

‰易語
N

υ
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(月 )  入学試験 (国 ,外)
(火)    ″  (社 ,数 )
(水)    ″  ( 理 )

志願者 882名
受験者  763名

(日 )  合格者発表
合格者  129名

(火)10t.(広 島市公会堂)
入学式

`本

学者 121名 )・サ
扁察
レ

(水)9～  (総合科学部大会議室)
ガイダンス・チューター面接

(木)9ん  (総合科学部大会議室)
ガイダンス・記念‐撮影

昭 50.4.11 (金)9～  (教育学部 111号教室 )
講演会 。大学教育について

(大学教育センター)

。一般教育について
(総合科学部)

。健康と集団生活について
(保健管理センター)

。学生生活について
(学生部)

13～  (総合科学部大講義室)
図書館紹介

(土 )・ 27(日 )(大久野島)

広島大学新入生歓迎キャンプ

参加者 学 生 1,393名

教職員  139名
(土)13～  (南グランド)
学部長杯争奪春季球技大会

(ソ フトボール)

優勝 地域文化コースA(20
2位 情報行動科学コース(2年)
参加チーム数  12チ =ム
参加者 学 生 220名

教職員 30名

4 26

5 10

W

各 種 行 事 報 生回

昭 50. 3. 3

3  4

3.  5

3 16

4. 8

4.  9

4 10
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昭和50年度下記委員会の委員
博  深萱 和男  村上  誠
祥郎  小林  惇  佐久間元敬
哲彦  岡野 正義  藤本 黎時
和彦  小村  尭  (岩村 聡 )

金田  晋  伊藤 護也
井上 則好  山下 和男
丹辺 文彦  稲田 勝彦
板野 暢之  (小谷英文)

。学務委員会

(委員長)松尾

甲斐

岡本

福居。コース・講座委員会

(委員長)荒谷 孝昭
松尾  博
中峯 照悦
古前  恒
沢田 和夫

。就職委員会

(委員長)藤原 健蔵
大内  侃
久保 良敏

後藤 陽一
陣崎 克博
小野  茂
月¶鉢久‐郎

北村 靖治

今井日出夫

岡本 雅典
坂口  昇

上垣内孝彦

高崎 禎夫
高橋 正之
中井 正文

今中比呂志

北村 靖治
松浦 道一

『飛翔PART Ⅱ ?』 は,学生側広報委員によって
編集された。『飛翔』は本来,教官 +事務十学生の三

位一体の共同編集という形をとるものである。が ,

今回教官側より,一度全面的に学生に任せてみたい
と申し出があり,学生側も前向きな提案として受け
入れた。

創刊号は体裁を整えることもあってカタイものと

なり批判もあった。『飛翔』は複雑な性格をもつ事情

から,刺激的なものを求める人には物足りなく感じ

るだろう。しかし,我々はできる限り弾力的に企画
をたてていこうと考えている。時間に追われて不充

分なものとなったかもしれないが,本号にその意欲
のひとかけらでも見出してもらえればうれしい。

批判や提案,あ るいは投稿の形で,ど しどし意見
を編集部に寄せて欲しい。できたての総合科学部が

その “存在"を主張するのはこの『飛翔』による。

『飛翔』をよりよきものにするため協力して欲しい。

今広報委員会では特に 1年生からの委員を募集し

ている。オレたちが創っていく学部だ,と意欲あふ

れる人はぜひ参加して欲しい。理論派ヤングは批判

する。でもそれだけじゃ進歩がない。さあ,みんな
で
は
行動"し発展させていこう。(学生 M)

。学生生活委員会

(委員長)岡本 雅典
秀   敬
大瀧 敏夫
宮原 満男

。広報委員会

(委員長)田淵実貴男  水島 裕雅  大森 元吉
羽田野三郎  根平 邦人  菊地 邦雄
橋本  功  春日野省三

(学生側「飛翔」編集委員) 野田 泰三  他 7名

第 2号は御覧のように学生特集号といったものに

なったが,広報委としては第 2号は学生が日頃から
考えていること,不満,希望などを卒直に表現させ
てやろう,それはまた教職員側にとっても今後の貴
重な参考にもなるであろうとの気持から,編集も彼
等に任せた次第,果 して所期の目的が達せられたで
あろうか。惜じむらくは日数が足りず学生諸君にも

満足のゆくものにはならなかったかも知れぬ。「メタ

セコイア」との関係もあって「飛翔」の編集に当っ _́

てはデリケートな面もあるが,今後総合科学部の充 υ
実,発展とともにみんなに愛される部報として伸び
て行 くよう教職員各位,学生諸氏のご協力を切望す
る次第です (H)。

到 h´ ‖‖́ 噺 一 咄 一 Ⅲ ´ Ⅲ ´ Ⅲ ´ Ⅲ ´ 編 集 後 記
‐ Ⅲ ― 鵬 一 m― Ⅲ ,…Ⅲ _Ⅲ _鵬 ´ Ⅲ ´
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